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２
2025

February
No.290

上記の筆文字
「やまが」を書いた

子どもたちを
紹介する

コーナーです

　今は学校の持久走大会に向けた練習をがんばっています。
走るのは得意で、大会本番では 1位を目指しています。小
学５年生から始めた野球クラブ活動では、走りの速さと持
久力を生かして、外野をはじめとしたいろいろなポジショ
ンで活躍しています。

野中　悠
ゆ う

士
と

さん
鹿北小学校６年生

　実施予定のイベントに変更が生じる場合が
あります。主催の問い合わせ先に確認いただく
か、山鹿市ホームページなどで確認ください。

問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●
　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

防災行政無線の放送内容を聞くことができます。
※放送後24 時間以内　※通話料有料

問防災監理課  ☎（43）1113☎（41）9077

今月の表紙　　令和７年山鹿市「二十歳のつどい」令和７年山鹿市「二十歳のつどい」
　１月 13日に令和７年山鹿市「二十歳のつどい」が山鹿
市総合体育館で開催されました。晴れ着に身を包んだ参加
者たちは、久しぶりの旧友との再会を喜び、話に花を咲か
せていました。
　来年の「二十歳のつどい」は、１月 11日㈰午後開催予
定です。



おめでとう！！

１月 13 日、カルチャースポーツセンターに
て「二十歳のつどい」が行われました。

二十歳のつどい二十歳のつどい
フォトレポートフォトレポート

お知らせ
「二十歳のつどい」は、来年以降「成人の
日」前日開催に変更予定です。
※令和８年は１月11日㈰午後開催予定です。
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１.答辞を読み上げる渡辺裕
ひろ

文
ふみ

さん
２.３.通常点検
４.賞状を受け取る井寺博

ひろ

信
のぶ

さん
５.団長訓示（宮川章

あきら

団長）
６.一斉放水の様子

出出 初初 式式令和７年令和７年  山鹿市消防団山鹿市消防団

22

33

44

　
１
月
12
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

山
鹿
市
消
防
団
全
20
分
団
と
女
性
部
が
集
合
し
、
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
菊
池
川
河
川
敷
で
66
台
の
可
搬
ポ
ン
プ
と

は
し
ご
車
に
よ
る一斉
放
水
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人

が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
消
防
協
会
表
彰
受
章
者(

敬
称
略)

1155

池
田
　
悟

三
浦
　
勇
人

中
村
　
潤
弥

有
働
　
隼
人

木
庭
　
卓
哉

▪
鹿 

北

中
満
　
将
純

黒
田
　
　
翔

東
　
　
聖
矢

野
口
　
雅
史

中
島
　
浩
樹

西
田
　
　
満

今
村
　
　
悠

▪
菊 

鹿

芹
川
　
　
伸

月
足
　
　
忍

青
木
　
勇
太

徳
丸
　
　
聡

長
迫
　
大
輝

小
澄
　
哉
也

吉
里
　
隆
郁

吉
里
誠
一
郎

古
家
　
竜
次

古
田
　
公
三

古
家
　
大
幹

鹿
子
木
雄
二

▪
鹿 

本

大
木
　
貴
臣

垣
田
　
　
眞

八
田
　
展
幸

赤
星
　
祐
成

本
田
　
悦
之

富
田
　
耕
輔

富
田
　
武
史

福
島
　
大
志

冨
田
　
賢
史

久
富
　
　
亮

▪
鹿 

央

小
田
　
裕
太

西
村
　
隼
人

平
川
　
　
誠

下
川
　
　
繁

城
　
　
祐
樹

松
本
　
裕
治

 （
以
上
60
人
）

宮
本
　
貴
文

瀬
口
　
幸
一

福
島
　
　
力

髙
木
　
茂
生

野
中
　
貴
雄

木
村
　
文
宣

▪
鹿 

央

小
田
　
　
将

城
　
　
桂
輔

松
本
　
幸
治

梅
原
　
　
翼

守
山
　
佳
伸

小
林
　
　
卓

荒
川
　
剛
士

栗
原
　
博
徳

 （
以
上
48
人
）

勤
績
章

（
団
歴

  

15
年
以
上
）

▪
山 

鹿

井
上
　
拓
也

中
島
　
弘
敬

泉
　
　
祐
二

榊
　
　
哲
郎

松
岡
　
一
麿

奥
村
　
功
一

川
上
　
祐
樹

松
井
　
武
蔵

福
山
　
　
浩

前
川
　
貴
広

濱
田
　
裕
史

柿
本
　
　
健

野
満
　
翔
太

井
寺
　
博
信

吉
田
　
友
洋

福
田
　
晋
司

坂
本
　
俊
輔

井
上
　
勝
矢

長
迫
　
　
宏

松
永
　
真
也

功
績
章

（
団
歴

  

20
年
以
上
）

▪
山 

鹿

手
島
　
秀
隆

宇
野
　
雅
章

牛
島
　
　
浩

青
木
　
孝
憲

緒
方
　
　
隆

北
本
　
勝
仁

川
口
洋
次
郎

石
貫
　
洋
一

本
田
　
真
也

髙
木
　
敬
太

川
上
　
穂
高

阿
蘇
品
泰
伸

竹
丸
　
泰
行

大
仁
田
政
隆

髙
本
　
健
介

星
子
　
和
之

濱
武
　
健
一

田
上
　
裕
教

大
坪
　
政
彦

▪
鹿 

北

鬼
塚
　
一
弥

鬼
塚
　
　
輝

渡
辺
　
　
真

田
中
　
鋼
喜

吉
田
　
竜
也

▪
菊 

鹿

赤
星
　
尚
柄

澤
田
　
憲
正

田
中
　
良
昌

俣
山
　
敏
晴

渡
辺
　
裕
文

小
澄
　
　
直

冨
田
　
和
也

古
田
　
宗
志

城
野
　
一
路

▪
鹿 

本

大
林
　
由
和

団長訓示（抜粋）
　我々消防団員が流した汗が市民の皆さまの笑顔につながると信じ、今一度、市民の生命、身体、財産を守る消防団
であることを肝に銘じ、我々が山鹿市消防団員である事に自覚と誇りを持って市民から信頼される山鹿市消防団とな
ることを切望します。
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サッカー教室に参加した保育園児と一緒に

パリ 2024 オリンピックパリ 2024 オリンピック
男子サッカー U-23 日本男子サッカー U-23 日本
代表 荒木代表 荒木遼遼

り ょ うり ょ う

太太
たた

郎郎
ろ うろ う

選手 凱旋選手 凱旋
（鹿央町出身）（鹿央町出身）

サッカー教室に参加した小学生と一緒に

後援会の皆さんと一緒に
　

三
玉
小
に
は
、
荒
木
選
手
の
中
学
時
代

の
担
任
だ
っ
た
北
山
綾あ

や

校
長
が
勤
務
さ
れ

て
い
る
関
係
で
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

最
初
に
児
童
が
歓
迎
の
言
葉
を
伝
え
、
質

問
を
し
た
り
、
ボ
ー
ル
を
蹴
り
合
っ
た
り

し
ま
し
た
。
児
童
か
ら
の
「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
っ
て
、
一
番
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
は
な
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
「
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
感

謝
し
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

出
身
の
米
野
岳
中
で
は
、
放
送
室
か
ら

自
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
生
徒
た
ち
を
体
育

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
後
に
凱
旋
し
た
荒

木
選
手
か
ら
は
「
感
謝
」
と
い
う
言
葉
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
、
市
長

表
敬
で
は
八
千
代
座
で
開
催
し
た
早
朝
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
の
応
援
な

ど
、
多
く
の
人
の
応
援
に
対
し
て
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
、
三
玉
小
と
米
野
岳
中
と

の
交
流
会
や
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
の
会
話
や
プ
レ
ー
で
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
に
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
を
一
緒
に
し
た
子
ど

も
た
ち
へ
「
環
境
は
関
係
な
い
と
伝
え
た

い
。
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
た
こ
と
で
、
自

分
は
こ
の
場
所
に
到
達
で
き
た
こ
と
を
証

明
で
き
た
。
そ
の
姿
を
次
の
世
代
の
子
ど

も
た
ち
が
見
て
、
こ
こ
ま
で
上
が
っ
て
き

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は「
次
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
向
け
て
、
代
表
に
選
ば
れ
る
た
め
の

競
争
が
始
ま
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、チ
ー

ム
の
中
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
そ
こ
に
食
い

込
ん
で
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

米野岳中の皆さんと一緒に米野岳中の皆さんと一緒に

三玉小の皆さんと一緒に三玉小の皆さんと一緒に

館
へ
集
め
る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
行
い

ま
し
た
。
生
徒
か
ら
の
中
学
生
時
代
の
性

格
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
「
や
ん
ち
ゃ
で

休
み
時
間
は
ず
っ
と
外
で
遊
ん
で
い
た
。

自
分
の
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
写

真
撮
影
で
は
い
つ
も
真
ん
中
で
し
た
」
と

少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
答
え
ま
し
た
。
パ

リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
質
問
に

は
「
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
と
き
は
あ
ま

り
緊
張
し
な
い
が
、
現
地
に
つ
い
て
か
ら

は
、
練
習
と
試
合
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
、
特

別
な
場
所
で
の
空
気
感
だ
っ
た
り
、
試
合

も
い
い
緊
張
感
の
中
で
す
ご
く
楽
し
く
で

き
た
」
と
答
え
、
生
徒
た
ち
も
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
生
徒
代
表

と
の
パ
ス
や
一
対
一
で
は
、
鮮
や
か
な
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
と
キ
ッ
ク
、
素
早
い
フ
ェ
イ

ン
ト
に
、
生
徒
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
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●内　容　山鹿太鼓と山鹿灯籠踊りの共演
　　　　　（幕あいにお楽しみ抽選会あり）
●場　所　八千代座
●時　間　午後８時開場、午後８時半開演（約60分）
●入場料　千円（お買い物券 200 円付き）
　　　　　小学生以下無料
※入場券は当日販売します。席は全て自由席です。
　小学生以下で抽選券が必要な人は、入場券を購入
　ください。

その他、” あったか屋台 ” や ” 百華百彩ライブ ” など
のイベントもあります。

山鹿風情物語

問問山鹿温泉観光協会山鹿温泉観光協会　☎（43）　☎（43）29522952

至福岡

至
南関IC

鹿本地域
振興局

　山鹿
市役所

銀行

夢小蔵

湯の端公園
（あし湯）

金剛乗寺
山鹿灯籠
民芸館

山鹿警察署

コンビニ

至菊水IC

惣門

薬師堂

さくら湯

至熊本市

●

 

…灯りポイント

WCWC

WC
道
街
前
豊

橋
大
鹿
山

（有料）

豊前街道駐車場
八千代座

温泉プラザ山鹿
301

16

443

325

3

菊池川

交通規制／豊前街道
（湯の端公園～旧NTT前）
午後５時半～10時半

午後11時施錠

Ｐ

会場案内

旧NTT

P

Pバスセンター

P

山鹿灯籠浪漫・百華百彩公式 HP

着火ボランティアも募集中！
詳しくはこちらから➡

山鹿灯籠浪漫・百華百彩
2 月７日㈮、８日㈯、14 日㈮、15 日㈯、21 日㈮、22 日㈯、28 日㈮、３月１日㈯

点灯時間：午後 7 時～ 10 時（午後 5 時半より点灯開始）

和傘や竹灯りのオブジェが和傘や竹灯りのオブジェが
華やかに彩るレトロな街並み。華やかに彩るレトロな街並み。
ロウソクの灯りがゆらりゆらり…ロウソクの灯りがゆらりゆらり…
幻想的な雰囲気は、誰もがまるで幻想的な雰囲気は、誰もがまるで
タイムスリップしてしまったかのような気持ちに…タイムスリップしてしまったかのような気持ちに…
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生
活
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問山鹿市消費生活センター　☎ (43)0188
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生
活
情
報

　スマートフォン（以下「スマホ」）で右記二次元コードから国税庁ホームページの「確定申
告書等作成コーナー」にアクセスし、マイナンバーカード方式を選ぶと、自宅などから確定申
告をすることができます。
　なお、確定申告会場は、スマホ申告を中心とした相談体制となっています。来場する場合は、
マイナンバーカードおよびスマホを持参ください。

問山鹿税務署　☎ (44)2181

※確定申告会場は大変混雑します。入場の際は入場整理券が必要です。
※入場整理券は会場で当日配布しますが、LINE を通じたオンライン事前発行も行います。
　入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。

譲渡所得・山林所得・贈与税の申告をする人へ譲渡所得・山林所得・贈与税の申告をする人へ
　熊本国税局ホームページに、主な特例の適用要件や必要書類を確認できるチェックシート、譲渡所得（土地・建物）
の申告に必要となる「譲渡所得の内訳書」の記載例などについて掲載していますので、ご覧ください。
　なお、確定申告期間中の次の日が、譲渡所得、山林所得、贈与税の相談担当職員の在庁日となりますので、ご注意
ください。

譲渡所得・山林所得・贈与税の相談担当職員の在庁となる日
２月 ３月

17日㈪ 18日㈫ 21日㈮ 27日㈭ 28日㈮ ６日㈭ ７日㈮ 13日㈭ 14日㈮ 17日㈪

▲確定申告書等
　作成コーナー

▶動画で見る確定申告
　確定申告書等作成コーナーの操作
　方法などを動画でご案内

▶チャットボット「ふたば」
　質問したいことをメニューから選
　択するか、入力すると「税務職員
　ふたば」（AI）が回答

申告に困ったときは

問山鹿税務署　☎ (44)2181

マイナンバーカードで書かない確定申告！マイナンバーカードで書かない確定申告！

※Android 端末の人は、GooglePlay からマイナポー
　タルアプリをダウンロードできます。



9　2025.2　広報やまが

 

生
活
情
報

給与所得、年金所得のみの人で
①�年の途中で退職し、源泉徴収税を納め過ぎている人
②�年末調整が済んでいて、各種所得控除や税額控除を　
追加する人

◦受付日時　２月６日㈭～13日㈭（土・日・祝日を除く）
　　　　　　午前９時～11時／午後１時～４時
◦会場　山鹿市役所４階401会議室

月　日 対象地区 会場
2/17 ㈪ 岳間地区

2/18 ㈫、19 ㈬ 岩野地区
2/20 ㈭、21 ㈮ 広見地区
2/25 ㈫、26 ㈬ 内田地区
2/27 ㈭、28 ㈮ 城北地区
3/3 ㈪〜 5 ㈬ 六郷地区

3/6 ㈭、７㈮、10 ㈪ 来民地区
3/11 ㈫、12 ㈬ 稲田地区
3/13 ㈭、14 ㈮ 中富地区

月　日 対象地区 会場
2/17 ㈪ 山内地区

2/18 ㈫、19 ㈬ 米野岳地区
2/20 ㈭、21 ㈮ 千田地区

2/25 ㈫ 川辺地区
2/26 ㈬ 平小城地区
2/27 ㈭ 三岳地区

2/28 ㈮、3/3 ㈪ 三玉地区
3/4 ㈫、5 ㈬ 八幡地区

3/6 ㈭ 米田地区
3/7 ㈮、10 ㈪、11 ㈫ 大道地区

3/12 ㈬〜 14㈮ 山鹿地区

青色申告、または以下の所得や控除に該当がある人
　•住宅借入金等特別控除（初年度）、雑損控除
　•�土地建物などの譲渡所得、上場株式などの配当所得、
　  株式などの譲渡所得、先物取引の雑所得、山林所得
◦受付日時　２月17日㈪～３月17日㈪（土・日・祝日を除く）
　　　　　　午前９時～午後４時
◦会場　�山鹿税務署（山鹿合同庁舎３階会議室）

◦受付時間　午前８時半～11時／午後１時〜４時　※内容によっては、山鹿税務署へ案内する場合があります。
◦備考　ご都合が悪い場合や当日に体調不良の症状がある人は最寄り会場の別の受付日にお越しください。

●申告日程・会場

●申告に必要な書類など

必要なもの 備　考

マイナンバーが分かるもの マイナンバーカード、通知カードまたは個人番号通知書（記載内容に変更がないもの）など
※控除対象配偶者、扶養親族、事業専従者の分も必要です。

本人確認ができるもの マイナンバーカード、運転免許証、旅券（パスポート）など

どんな場合 必要なもの
給与、公的年金、報酬などの所得がある人 源泉徴収票または支払調書の原本など
事業所得、雑所得、不動産所得がある人 収支内訳書や領収書など（収支内訳書は事前に作成してください）

医療費控除がある人 医療費控除の明細書や医療費通知、領収書など（医療費控除の明細
書は事前に作成してください）

社会保険料控除、生命保険料控除、地震保険
料控除がある人 支払証明書の原本

　下表に該当する場合、必要になるもの（一部の例です。申告内容によっては、他に書類が必要となります。）

　申告する人全員が必要なもの

市役所と各市民センターの受付日程表

確定申告（山鹿税務署の受付日程）

問山鹿税務署　　　　　　☎ (44)2181
　市役所税務課市民税係　☎ (43)1120

　下記の日程で行いますので、会場および必要な書類を確認しお越しください。
　各会場・地区の初日や各日午前中が混雑します。混雑状況によっては、午後または別日を案内する場合があります。

鹿央市民
センター 

２階
文化ホール

所得税の還付申告（市役所の受付日程）

山鹿市役所 
４階

４０１会議室

鹿北市民
センター 

２階
生涯学習室

菊鹿市民
センター

１階
相談室

鹿本市民
センター

２階
大会議室

※市役所会場では、マイナポータル連携での医療費控除などの自動入力はできません。
※�事業所得と業務に係る雑所得の区分について、判断基準が明確化されました。
　詳しくは山鹿市ホームページ「申告における事業所得と業務に係る雑所得の判断について」をご覧ください。

※予備日：３/17㈪（山鹿市役所、鹿本市民センター）

確定申告・市県民税申告について確定申告・市県民税申告について
令和６年分の収入に対する確定申告および市県民税申告が始まります。令和６年分の収入に対する確定申告および市県民税申告が始まります。
申告が必要な人は、この期間に申告してください。申告が必要な人は、この期間に申告してください。
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●費用　無料（教室で使用するスマホは無料で貸し出します）
●定員　各回３組（個別相談は各回１組）
●山鹿市・和水町どちらの教室も受講できます。

詳しくは山鹿市ホームページを確認ください。
問問情報政策課　☎ (43)1118

月日 場所 11:00 ～ 12:00 12:30 ～ 13:30 14:30 ～ 15:30 16:00 ～ 16:45

２
月

７日㈮ ゆめマート東山鹿店
LINE の使い方 Android（基礎編） Android（応用編）

個別相談

スマホのことなら
なんでも相談でき
ます！

14日㈮ JAかもと夢大地館

21日㈮ 和水町役場
Android（応用編）スマホのセキュリティ スマホ決済の使い方

28日㈮ 三加和支所

３
月

９日㈰ ゆめマート東山鹿店
LINE の使い方 Android（基礎編） Android（応用編）

14日㈮ JAかもと夢大地館

21日㈮ 和水町役場
Android（基礎編） Android（応用編）スマホ決済の使い方

28日㈮ 三加和支所

予約はこちらから！

☎0800（111）9442
受付時間　午前９時〜午後５時　
　　　　　土日祝日も受け付け中

巡回スマホ教室　２月・３月のスケジュール巡回スマホ教室　２月・３月のスケジュール
＼好評開催中！スマホ初心者も大歓迎！／

　山鹿市と和水町では、共同で移動型のスマホ教室を開催しています。スマホの操作やスマホの気になること、聞い
てみませんか？　少人数制のため、スマホ初心者でも安心してじっくり学ぶことができます。ぜひ活用ください。

問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第47号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

　12月 18日のふれあい人権講座は拉致被害者増本るみ子さんの姉、平
野フミ子さんと北朝鮮に拉致された日本人を救出する会熊本会長の布田
悟
さとる

さんが、家族を思う気持ちや拉致問題が解決しない憤り、そして、1日
も早く妹と再会したいとの思いを、涙を流しながら切々と語りました。
　拉致問題は決して拉致被害者家族だけの問題ではなく、私たち一人一人
の問題ということを改めて実感し、自分に何ができるのかを考えさせられ
ました。
　また、ビデオメッセージを寄せてくださった拉致被害者松木薫

かおる

さんの姉、
齊藤文

ふみ

代
よ

さんの「皆さんも応援していただきたいと思います」「後押しし
てください」「よろしくお願いします」との言葉に対して、私たちは真摯
に向き合わなければならないと強く感じました。
　参加した人からは「家族の切実な思いが伝わってきました」「自分に何
ができるかをしっかり考えたい」「職場で話すこと、話題にあげ続けるこ
とからやっていきたい」など、自分ごととしてとらえる声が聞かれました。

拉致問題 には、一刻の猶予もない

▲️平野さん

▲布田さん️

▲齊藤さん
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令和７年度 国保人間ドック助成の
受け付けを行います

山鹿市国民健康保険に加入している皆さんへ

受付期間
　２月３日㈪午前８時半〜14日㈮午後５時
申し込み方法
　右記二次元コードから申し込みフォー
ムにアクセスして必要事項を入力してく
ださい。（期間中は24時間申し込み可能）

オンライン申し込みができます！

　リフィル処方箋は、医師によって定められた回数を期間内で繰り返し使うことので
きる処方箋で、有効期間内であれば原則医師の診察を受けずに薬を受け取ることがで
きます。
　主な対象者は、生活習慣病をはじめとした慢性疾患の患者などで、その中でも症状
が安定している人に限られます。処方箋を受け取った際に「リフィル可」欄のチェッ
クの有無と回数を確認ください。
　なお、有効期間内であっても体調の変化により医師の診察が必要な場合もあります。

助成対象者　
　昭和 26年４月２日～平成３年４月１日生まれで、以
　下の条件を全て満たす人
　①�申込日、受検日ともに山鹿市国民健康保険に加入し
ている人

　②国民健康保険税を完納している世帯の人
　③�人間ドック受検後、保健師や管理栄養士などの保健
指導を受けることができる人

募集期間　
　２月３日㈪〜14日㈮（土・日・祝日を除く）
　午前８時半～午後５時
　※�定員になり次第、受け付けを終了します。募集定員に
満たない場合は、４月に二次募集を予定しています。

受付場所
　◦山鹿市役所　国保年金課
　◦各市民センター

申込時に持ってくるもの
　本人確認ができるもの

助成費用
　市と検査機関が契約で定める額の４割を助成します。
　ただし、
　◦１日コース：上限２万円
　◦２日コース：上限２万５千円
　※�契約にない検査項目（オプション）は、全額自己負
担になります。

　※検査機関によって費用が異なります。

検査機関

受検期間
　４月15日㈫〜令和８年３月31日㈫
　※検査機関によって受検期間が異なります。
注意点
　人間ドックを受ける人は、特定健診（集団健診や医療
　機関での個別健診）を受けることができません。特定
　健診との重複受診や、国保資格喪失後の人間ドック受
　検の場合は全額自己負担となります。

３

知っていますか？　リフィル処方箋

問国保年金課　☎ (43)1527

市内医療機関

山鹿市民医療センター

山鹿中央病院

保利病院

徳永内科小児科クリニック

市外医療機関
日赤熊本健康管理センター
済生会熊本病院予防医療センター
ＪＡ熊本厚生連
公立菊池養生園保健組合
大腸肛門病センター高野病院
メディメッセ桜十字
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山鹿圏域 大道圏域 八幡・三玉圏域 川辺・平小城・三岳圏域

やまが元気倶楽部
☎ (36)9238
担当：伊東善

よし

範
のり

グループホーム大道
☎ (46)6553
担当：伊東智

さと

美
み

いつでんくるばい
☎ 080(2794)7386
担当：山下 力

つとむ

うすづか
☎ (43)5588
担当：米村 光

ひかり

鹿北圏域 菊鹿圏域 鹿本圏域 鹿央・米田圏域

地域交流館かほく
☎ (34)8288
担当：鬼塚さやか

いこいの広場ブレス
☎ (48)2434
担当：上田博

ひろ

子
こ

くたみの実家
☎ (46)2469
担当：田中喜

き よ み

代美

岩原の郷
☎ (36)2535
担当：竹田佳

か

奈
な

問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）
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私たち生活支援コーディネーターです私たち生活支援コーディネーターです

　高齢者が住み慣れた地域で元気に暮らし続けられるよう、住民主体の活動をはじめとした、人や物、企業、事業所、
商店などを活用し、高齢者の社会参加・活動の維持が目指せる地域づくりを応援する人です。
　地域の困りごとは、気軽に相談ください。また、生活支援コーディネーターから地域の皆さんに協力をお願いする
こともあります。

地域の声
・通える場所がないかな
・�ゴミ出し場所が遠くて手伝ってくれる人
がいないかな
・得意なことを生かせる場所はないかな　
　　　　　　　　　　　　　　　　など

地域包括支援センター
木下　晴

はる

美
み

〜地域の支え合い活動をお手伝いします。よろしくお願いします。〜〜地域の支え合い活動をお手伝いします。よろしくお願いします。〜

《第一層生活支援コーディネーター》
地域の声を第二層生活支援コーディネーターにつなぎます。

《第二層生活支援コーディネーター》
「どうにかできないか」を地域の人たちと話し合い「できるかもしれない」を一緒に探していきます。

生活支援コーディネーターとは・・
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山鹿市地域包括支援センターだより

「はつらつ学校」で悩みを解決してみませんか？「はつらつ学校」で悩みを解決してみませんか？
　はつらつ学校では、参加者の困っていることを聞きとり、その解消のための目標を立て、それに合わせた運動メ
ニューを組み立てます。ストレッチや筋力トレーニングを中心に、口腔体操や栄養などの学習も行いながら、全16
回の教室に参加し、卒業を目指します。さまざまな専門スタッフが悩みを解決し、卒業できるお手伝いをしていきます。
　まずは、地域包括支援センターにお尋ねください。

はつらつ学校　１日のスケジュール
午
前
９時 お迎え
10時 ストレッチ・タオル体操

コグニサイズ（認知症予防体操）
※栄養や口腔についてのお話
　（月１回ほど）

11時 20分 筋力トレーニング（30分）
11時 50分 口腔体操（10分）

午
後
正午 昼食・休憩（１時間）
１時 学習時間（１時間程度）
２時 お送り

炊事で立ってい
るのが大変

つまずきやふらつきが
あって歩くのが怖い
外出がおっくう

手が上がりにくく、
洗濯物干しに困る

腰が痛くて、
掃除が不自由

【対象者】
以下のいずれかの条件に当てはまる人
①65歳以上で介護予防が必要と認められる人
※基本チェックリスト（25問の質問）に回答して
　いただき、介護予防が必要か確認します。
②要支援１または２の判定を受けている人
【利用期間】週１回×４カ月（全16回）
【利用料】１回500円（食事代別）
　　　　 ※介護保険負担割合が２割・３割の人は
　　　　　増額となります。
【送迎】あり
【申し込み先】地域包括支援センター

　参加前は杖を使って５分も歩けません
でした。
　教室に参加して、歩ける距離ものびま
した。畑仕事に杖を忘れていくほどです。
カートを使えば買い物も30分以上大丈
夫です。自宅で寝ていることが多かった
のですが、猫の世話などもできるように
なり、動く機会が増えました。

みんなに「元気になったね！」
と驚かれます

健康運動指導士　看護師　理学療法士
管理栄養士　歯科衛生士

参加者の声
Aさん（80代　女性）

◀️教室の様子

こんなお悩み抱えていませんか？
その悩み　私たちと一緒に解決していきましょう！

元気になれるチャンスがあります！
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

「健幸なまち山鹿」を目指して健幸都市宣言を行いました。
※健幸とは…健やかで幸せに暮らすこと。
このページでは健幸に関する情報をお届けします！

献血献血にご協力ください！にご協力ください！ 問熊本県赤十字血液センター　☎ 096(384)6725

※天候などにより中
止または延期する場
合があります

献 血 日 ２月６日㈭ ２月６日㈭ ２月26日㈬

場　　所 山鹿警察署 山鹿市民医療センター 山鹿市役所

受付時間 午前９時半〜11時半 午後１時15分〜３時半
午前９時半〜11時半
午後０時40分〜４時

令和７年度各種がん検診等希望調査票を郵送しています令和７年度各種がん検診等希望調査票を郵送しています
　19 歳以上の人（平成 18年４月１日以前に生まれた人）に希望調査票を郵送しています。令和７年度に山鹿市
の各種がん検診を希望する人は、この時期に忘れずに申し込みください。

◦�申し込み方法
　①希望調査票に記入の上、同封している封筒に入れて郵便ポストまたは回収箱へ投函
　　回収箱設置場所：山鹿健康福祉センター（健康増進課）、山鹿市役所（国保年金課）、
　　各市民センター
　②インターネットからの申し込み
　　右記二次元コードから申し込みください。
◦�申込期限　2月 20日㈭ ▲申し込み

風しん抗体検査風しん抗体検査

45 歳～62 歳（昭和37 年４月２日～昭和54 年４月１日生まれ）の男性の皆さんへ
風しんの無料クーポン券による抗体検査・予防接種は

２月末までに受けましょう。
令和６年度末で終了予定です。

無料クーポン券を発行しています！

　「風しん」は風しんウイルスによっておこる急性の感染症です。
　非常に強い感染力をもち、症状が出る前や無症状でも、人から
人へうつる可能性があります。
　妊婦が感染すると、生まれてくる赤ちゃんに重篤な影響を与え
る可能性があります。
　ワクチンで風しんを予防し、自分も、周りも、未来の命も守る
ことにご協力ください。

無料クーポン券の再交付が必要な場合は、健康増進課まで問い合わせください。
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２月の休日在宅当番医および当番薬局２月の休日在宅当番医および当番薬局
日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

２日㈰ 吉里医院 / 藤原クリニック 鹿校通薬局
９日㈰ 山鹿中央病院 海浜総合薬局山鹿店

11 日㈷ 星田内科医院 / きくか松岡クリニック まつ薬局

16 日㈰ 大橋通クリニック
/ まえはら泌尿器科クリニック 江上薬局大橋通 / きらきら薬局

23 日㈷ 幸村医院 / 小林医院 山鹿新町薬局 / かおうまち薬局
24 日㉁ 徳永内科小児科クリニック クオール薬局山鹿店

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健幸手帳〜健幸手帳〜
「ボディメイク教室」を開催しました「ボディメイク教室」を開催しました
　山鹿市の健幸都市宣言の取り組みとして、健康な生活を送ることで豊かな充実した人生につなげることを目指し、
若い人向け（20〜40歳代）の運動教室を開催しました。
　参加者は、栄養士から食生活の工夫や体に優しい食事の試食、減量ではなく理想的なボディラインづくりのための
運動プログラムを体験。「みんなでがんばりたい！」と追加の運動教室にも参加しつつ、３カ月後の結果測定に向けた
取り組みを行っています。

各健診の対象者には、個別に案内通知を郵送します。

　毎週金曜日の午前９時半～11時
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業各種母子保健事業

　予約制ですので、事前に右記二次元
コードまたは、健康増進課に電話で予約
してください。　　 予約はこちらから▶︎

お子さんの発達、子育ての悩みなど、
心配なことは健康増進課に相談ください。

▲栄養士による講座 ▲運動プログラム① ▲運動プログラム②

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会 ☎（44）2086〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

 

生
活
情
報



　国民年金保険料の納付は口座振替やクレジットカード納付が利用できます。まとめて前納すると、毎月納付
するよりも割引があります。

問国保年金課　　　　☎ (43)1576
　熊本西年金事務所　☎096(353)0142

◦前納の種類と割引額

令和７年度　国民年金保険料は月額　17510 円です。

◦�手続きに必要なもの　
　免許証・マイナンバーカードなどの身分証明書（顔写真がない場合は２点必要）
　通帳またはクレジットカード、届け出印（口座振替の場合）

◦申し込み先　金融機関、年金事務所、市役所または各市民センター

納付するなら前納がお得です！
令和７年度  国民年金保険料

前納期間 定額 前納額（口座振替） 前納（クレジットカード）

６カ月前納 
（４月〜 9 月分）

（10 月〜翌年３月分）
105060 円

103860 円 104200 円

（約 1200 円割引） （860 円割引）

１年前納
（４月〜翌年３月分） 210120 円

205710 円 206380 円

（約 4410 円割引） （3740 円割引）

２年前納
（４月〜翌々年３月分） 420240 円

403390 円 404710 円

（約 16850 円割引） （約 15530 円割引）

 

お
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ら
せ
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ら
せ
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※�割引額と令和８年度の保険料はまだ決定していないため、本年度の割引額と令和７年度の保険料を基に掲載
しています。
※�クレジットカード納付の前納の保険料額は納付書での前納の保険料額と同額です。
※�残高不足の場合は割引がなくなり、その年は自動的に毎月の口座振替に切り替わるためご注意ください。
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今
月
の
市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
期
限

①
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
８
期
）

④
介
護
保
険
料
（
第
６
期
）

◦
納
期
限
　
２
月
28
日
㈮

納
付
場
所

◦�

山
鹿
市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど

※�

納
付
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

納
付
書
裏
面
を
参
照
く
だ
さ
い
。

※�

携
帯
電
話
な
ど
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
活

用
し
て
、
納
税
に
関
す
る
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ー
ル
の
通
知
番
号
】

　
　
０
７
０（
１
８
３
８
）６
１
４
９

問
税
務
課
収
納
係
①
②

☎（
43
）１
１
４
４

　
国
保
年
金
課
③
☎（
43
）１
５
７
６

　
長
寿
支
援
課
④
☎（
43
）１
１
８
０



 

お
知
ら
せ

♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp住所：山鹿市方保田3514-1

建設業の許可  石工事  熊本県知事般ー2  第12675号 

ご先祖様へ春のお彼岸前のご準備を

・お墓をきれいにしたい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

お 墓 の メ テン ナ ン ス
梅のつぼみも
ふくらみ始め、
春の兆しを感
じる季節です

あまびえの♥ゆとりんです♥☎（0968）36-9668

墓誌のご記名
など

お済みですか？

ご相談
ください！！

〈 

有
料
広
告 

〉

◦体育館◦体育館　　
　８日㊏　10：30〜　８日㊏　10：30〜
　　日本ハンドボールリーグ　vs イズミメイプルレッズ広島　　日本ハンドボールリーグ　vs イズミメイプルレッズ広島
　９日㊐　９：00〜　９日㊐　９：00〜
　　九州中学生親善山鹿オムロンカップハンドボール大会　　九州中学生親善山鹿オムロンカップハンドボール大会
　15日㊏　17：00〜　15日㊏　17：00〜
　　日本ハンドボールリーグ　vs 三重バイオレットアイリス　　日本ハンドボールリーグ　vs 三重バイオレットアイリス

カルチャースポーツセンターカルチャースポーツセンター
イベント情報（２月）イベント情報（２月）

◦市民球場◦市民球場
　１日㊏〜21日㊎・25日㊋〜 28日㊎　８：00〜　１日㊏〜21日㊎・25日㊋〜 28日㊎　８：00〜
　　火の国サラマンダーズ春季キャンプ　　火の国サラマンダーズ春季キャンプ
　22日㊏〜 24日㊡　９：00〜　22日㊏〜 24日㊡　９：00〜
　　TKU旗争奪リトルシニア九州連盟春季大会　　TKU旗争奪リトルシニア九州連盟春季大会

問問��カルチャースポーツセンター　☎(43)カルチャースポーツセンター　☎(43)00900090

　16日㊐　９：00〜　16日㊐　９：00〜
　　第36回県下中学校柔道団体優勝大会　　第36回県下中学校柔道団体優勝大会
　　第34回県下中学校女子柔道団体優勝大会　　第34回県下中学校女子柔道団体優勝大会
　22日㊏　11：30〜　22日㊏　11：30〜
　　日本ハンドボールリーグ　vs 北國ハニービー石川　　日本ハンドボールリーグ　vs 北國ハニービー石川
　23日㊗　12：00〜　23日㊗　12：00〜
　　2025チアフェス in YAMAGA　　2025チアフェス in YAMAGA

※各イベントの時間は、開会時間とは異なる場合があり
　ます。詳しくはイベント主催者へ問い合わせください。

案　内　版　案　内　版　InformationInformation
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盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
手
続

 

き
の
要
否
を
確
認
く
だ
さ
い

　　 

熊
本
県
で
は
、4
月
1
日
㈫
（
予

定
）
か
ら
盛
土
規
制
法
の
運
用
が
始

ま
り
ま
す
。

◎�

盛
土
規
制
法
に
基
づ
き
、
県
全
域

を
原
則
規
制
区
域
に
指
定
し
ま
す
。

◎�

新
た
に
一
定
規
模
以
上
の
盛
り
土

や
切
り
土
、
土
砂
の
仮
置
き
な
ど

を
す
る
場
合
は
事
前
に
許
可
ま
た

は
届
け
出
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※�

運
用
開
始
前
ま
で
に
工
事
が
完
了

す
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

◎�

盛
り
土
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
土

地
の
所
有
者
な
ど
は
、
そ
の
土
地

を
安
全
な
状
態
に
維
持
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
土
地
の
安
全
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

土
地
の
所
有
者
な
ど
と
は
、
土
地

の
所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者
を

指
し
ま
す
。

●�

現
在
着
手
し
て
い
る
工
事
の
手
続

き
は
？

　
運
用
開
始
前
に
造
成
工
事
に
着
手

し
、
運
用
開
始
以
降
も
継
続
し
て
行

う
盛
り
土
・
切
り
土
工
事
や
土
砂
の

仮
置
き
は
、
４
月
１
日
㈫
か
ら
22
日

㈫
（
予
定
）
ま
で

の
間
に
、
工
事
内

容
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

問�

熊
本
県
建
築
課

　
　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
４
２ ▲�熊本県

 

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
「
あ
っ

 

せ
ん
」を
利
用
く
だ
さ
い

　　
熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決

を
無
料
で
支
援
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
益
委
員
・
労

働
者
委
員
・
使
用
者
委
員
の
３
人
の

あ
っ
せ
ん
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
正
社
員
か
否
か
は
問
い
ま

せ
ん
。
労
働
者
・
事
業
主
の
ど
ち
ら

か
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、 

熊
本
県
労
働
委
員
会 

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
５
３

 

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　　 

進
学
や
就
職
で
、引
っ
越
し
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増
え
る
時
期

で
す
。
荷
物
の
取
り
扱
い
方
や
追
加

料
金
の
発
生
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
作
業
方
法
や
補
償

内
容
に
関
し
て
約
款
な
ど
を
事
前
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

複
数
社
か
ら
見
積
も
り
を
と
り
、
納

得
し
た
う
え
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

問�
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９



〈 

有
料
広
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◦�

対
象
　
母
子
・
父
子
ま
た
は
両
親
不

在
の
世
帯
で
令
和
７
年
度
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
（
平
成
30
年
４
月
２

日
～
平
成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

お
よ
び
令
和
６
年
度
中
学
校
を
卒
業

す
る
生
徒
（
平
成
21
年
４
月
２
日
～

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◦�

内
容
　
図
書
カ
ー
ド
（
小
学
校
入
学

 

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ
入
学
・

 

卒
業
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
入
会
員
募
集

　
山
鹿
市
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
、
新
入
会
員
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
入
会
を
希
望
す
る
人

は
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　
清
掃
、
草
取
り
、
剪せ

ん

定て
い

、
農
作
業

な
ど
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

◦��

説
明
会
期
日　
２
月
12
日
㈬
・
26

日
㈬
・
３
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬

◦�

時
間
　
午
前
10
時
〜

◦��

場
所　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

問�

（
公
社
）
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
　
　
☎（
44
）１
８
５
０

 

募　
集

　
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
行
わ
れ

る
「
令
和
７
年
国
勢
調
査
」
で
、
調

査
員
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
ま
す
。
調
査
員
は
お
お

む
ね
50
件
か
ら
80
件
の
世
帯
を
訪
問

し
、
調
査
票
の
配
布
や
回
収
な
ど
の

業
務
を
行
い
ま
す
。
調
査
期
間
中
は

非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
、
そ
の
業

務
に
応
じ
た
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
応
募
に
は
、
20
歳
以
上
70
歳
以

下
で
あ
る
こ
と
、
調
査
員
業
務
や
秘

密
保
持
に
責
任
を
持
て
る
こ
と
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
７

 

令
和
７
年
国
勢
調
査
の

 

調
査
員
募
集

　
高
齢
者
の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
に
、
く
ま
も
と
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。
家
族
な
ど

 

第
37
回
く
ま
も
と
ね
ん
り
ん

 

ピ
ッ
ク
２
０
２
５
参
加
者
募
集

を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
競
技
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

秋
に
開
催
予
定
の
第
37
回
全
国
健

康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会
（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
５
）
へ
の
派

遣
選
手
は
、
本
大
会
の
成
績
な
ど

も
参
考
の
う
え
選
考
さ
れ
ま
す
。

◦�

開
催
日
程
　
３
月
16
日
㈰
～
５
月

18
日
㈰
予
定

※�

開
催
時
期
や
場
所
が
昨
年
と
大
き

く
異
な
る
競
技
種
目
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

◦�

会
場
　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

ほ
か

◦
募
集
期
間
　
現
在
募
集
中

◦�

参
加
資
格
　
県
内
在
住
で
、
令
和

８
年
４
月
１
日
㈬
時
点
で
60
歳
以

上
の
人

※�

健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
施
要
領
で
定
め
ま
す
。

◦
参
加
費
　
一
人
千
円

◦
申
し
込
み
方
法
　
長
寿
支
援
課
に

設
置
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

問�

（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

３
千
円
分
、中
学
校
卒
業
５
千
円
分
）

◦�

申
請
方
法
　
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
各

支
所
に
設
置
し
て
い
る
指
定
の
申

込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

◦�

申
請
期
限
　
２
月
28
日
㈮

問�

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・

山
鹿
支
所
　
　
☎（
43
）１
１
３
４

　
鹿
北
支
所
　
　
☎（
32
）２
６
９
６

　
菊
鹿
支
所
　
　
☎（
48
）５
０
６
０

　
鹿
本
支
所
　
　
☎（
46
）２
２
０
６

　
鹿
央
支
所
　
　
☎（
36
）３
８
１
１

 

山
鹿
市
難
病
友
の
会

 「
き
ず
な
の
会
」
サ
ロ
ン
の
開
催

　　
毎
月
第
１
水
曜
日
に
定
例
会
を
開

催
し
て
お
り
、
偶
数
月
に
は
難
病
患

者
・
家
族
、
支
援
者
が
気
軽
に
話
が

で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま

す
。参
加
費
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
２
月
５
日
㈬
　
午
後
１
時

半
～
（
30
分
～
１
時
間
予
定
）

◦�

場
所　
鹿
本
地
域
振
興
局
３
階
小

会
議
室

問�

き
ず
な
の
会
事
務
局（
山
鹿
保
健
所
）

　
　
　
　
　
　
　
☎（
44
）４
１
２
１

 

お
知
ら
せ
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試着
できます

 

お
知
ら
せ

案　内　版　案　内　版　InformationInformation

　
訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
就
職
に
結
び
付
き
や
す
い
内
容
で

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
科

書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦
募
集
科
・
募
集
人
員

　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
15
人
）

�

　
②
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
（
12
人
）

　
③
建
設
機
械
科
（
10
人
）

　
④
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

　
⑤�

Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

科
（
18
人
）

◦�

募
集
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

◦
試
験
日
（
筆
記
・
面
接
）

　
３
月
８
日
㈯

◦�

訓
練
期
間
　
４
月
２
日
㈬
〜
9
月

26
日
㈮

※�

施
設
見
学
会
を
２
月
５
日
㈬
と
19

日
㈬
に
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

 

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し

て
、「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」
を

開
校
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
各
分
野
の
多
彩
な
先
生
に
よ
る

講
義
や
見
学
旅
行
、
自
主
研
究
活
動

を
通
し
て
、
新
た
な
自
分
づ
く
り
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

開
催
期
間
　
４
月
～
令
和
８
年
３

月
（
40
講
座
）

◦
開
催
日
時
・
場
所

　【
熊
本
校
】

　 �

毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
半
～

３
時
半

　 �

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊

本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３
︲
７
）

　【
八
代
校
】

　 �

毎
週
火
曜
日
　
午
後
１
時
半
～

３
時
半

　 �
桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ
（
八

代
市
新
町
５
︲
20
）

◦�

募
集
人
員
　
熊
本
校
１
０
０
人
、

八
代
校
50
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

◦
募
集
期
限
　
３
月
14
日
㈮
ま
で

◦�

入
学
資
格
　
県
内
在
住
で
４
月
１

日
㈫
時
点
で
50
歳
以
上
の
人

◦�

受
講
料
　
入
学
金
５
千
円
　
受
講

料
２
万
円（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

◦�

申
し
込
み
方
法
　
長
寿
支
援
課
に

設
置
し
て
い
る
入
学
申
込
書
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

令
和
７
年
度
熊
本
さ
わ
や
か

 

大
学
校
受
講
生
募
集

問�

（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

　市の特産品である「茶」の魅力を再確認してもらうことと、身近に感じてもらうことを目的に
「山鹿『茶（サ）』ムリエ」講座を開講します。
　お茶や紅茶の歴史や効能、おいしい入れ方など、当協議会青年会員が丁寧に教えます。
●第１回講座
　　「山鹿茶の歴史と効能を学ぶ」／「お茶ができるまでを学ぶ」
　　日時　２月 26 日㈬　午後７時～
●第２回講座
　　「おいしいお茶の入れ方を学ぶ」／「お茶の種類を学ぶ」　　
　　日時　３月５日㈬　午後７時～
●場所　山鹿市民交流センター
●定員　20 人（先着順）※新規の人のみの受け付けとなります。
●受講料　無料
●締め切り　2 月 17 日㈪まで
※受講希望の人は農業振興課まで電話で申し込みください。 問農業振興課　☎(43)1556

「山鹿「山鹿茶茶
ササ

ムリエ」講座受講生募集ムリエ」講座受講生募集
山鹿市茶業振興協議会山鹿市茶業振興協議会

▲ 昨 年 度 の 講 座 の 様 子

19　2025.2　広報やまが
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有
料
広
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〉

 

お
知
ら
せ

 

令
和
６
年
度

 

公
民
館
講
座
発
表
会

 「
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

　
講
座
生
が
主
体
で
運
営
す
る
自
主

講
座
の
１
年
間
の
成
果
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】

◦�

日
時
　
２
月
16
日
㈰
　
午
前
９
時

半
～

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

【
展
示
部
門
】

◦�

期
間
　
３
月
１
日
㈯
～
２
日
㈰

◦�

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◦�
場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
　
ひ

だ
ま
り
　
大
会
議
室

問
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
５
０

 

催　
し

 

介
護
の
い
ら
な
い
体
づ
く
り

 

教
室
の
ご
案
内

　
山
鹿
市
で
は
、
70
歳
の
節
目
年
齢

の
人
を
対
象
に
「
介
護
の
い
ら
な
い

体
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
教
室
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
体
力
測
定
や
体
組
成

測
定
、
体
操
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
健

康
運
動
指
導
士
な
ど
）
に
よ
る
筋
力

の
維
持
や
向
上
に
つ
な
が
る
体
操
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
月
が
最
後

の
教
室
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

◦�

対
象
者
　
昭
和
29
年
4
月
1
日
〜

昭
和
30
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
対
象
者
に
は
、
通
知
済
み
。

◦�

実
施
日
　
２
月
19
日
㈬

◦�

時
間
　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

（
午
後
１
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）

◦�

会
場
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
ひ
だ

ま
り
　
会
議
室
Ｃ

◦�

内
容

　
①�

体
力
測
定
（
体
組
成
測
定
・
握

力
・
片
足
立
ち
・
歩
行
テ
ス
ト
）

　
②
お
薬
の
話

　
③
健
康
づ
く
り
の
話

　
④
体
力
測
定
の
結
果
説
明

　
⑤
体
力
維
持
の
体
操

問�

山
鹿
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
山

鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
０
７
７

　
ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
を
よ
り
豊
か
に

す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
競
技
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
し
、
競
技
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
県
民
が
障
が

い
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
、
障

が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◦
種
目
日
程
（
予
定
）

　�

４
月
20
日
㈰
　
水
泳
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク

　
５
月
11
日
㈰
　
ボ
ッ
チ
ャ

　�

５
月
18
日
㈰
　
陸
上
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
卓
球
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス
は
除
く
）

◦�

会
場
（
予
定
）　
熊
本
県
内
（
競

技
種
目
で
異
な
り
ま
す
）

◦�

出
場
資
格
　
県
内
に
住
所
が
あ
る

人
か
県
内
の
施
設
・
学
校
な
ど
に

在
籍
し
て
い
る
人
で
、
４
月
１
日

㈫
現
在
13
歳
以
上
で
身
体
障
が
い

の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人
）、
ま
た
は
知
的
障

が
い
の
あ
る
人
（
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
人
ま
た
は
取
得
の
対
象
に

準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人
）。
な

お
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
（
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
人
、
ま
た
は
取
得
の
対
象
に

準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人
）
は
卓

球
の
み
参
加
可
能
。

 
第
24
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

 
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集

◦
申
込
期
限　
３
月
３
日
㈪

※�

出
場
希
望
の
人
は
福
祉
課
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２

 
空
き
家
活
用
相
談
会
を
開
催

　
空
き
家
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る

た
め
、
空
き
家
活
用
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
山
鹿
市
空
き
家
バ
ン
ク
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
１
６
５
件
を
超
え

る
物
件
が
登
録
さ
れ
、
売
買
な
ど
の

契
約
が
１
０
６
件
成
立
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
空
き
家
も
活
用
し
ま

せ
ん
か
？
　
空
き
家
バ
ン
ク
担
当
者

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
空
き
家
の
活

用
方
法
を
知
り
た
い
人
や
空
き
家
を

手
放
し
た
い
の
に
ど
う
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
相
談
会
を

利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
３
月
13
日
㈭
、
14
日
㈮
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。）

◦�

予
約
締
め
切
り
日
　
３
月
７
日
㈮

◦�

場
所
　
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局

（
旧
来
民
郵
便
局
　
鹿
本
町
来
民

１
６
３
３
︲
１
）

※
水
曜
、
土
曜
、
祝
日
定
休
日

問
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
41
）９
０
０
９ ▲山鹿市
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ま
ち
な
か
博
物
館

 
山
鹿
の
偉
人
展

　
山
鹿
市
合
併
20
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
、
こ
の
郷
土
を
つ
く
り
育
て

て
き
た
「
山
鹿
の
偉
人
」
た
ち
に
再

度
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
の
山
鹿
の
発
展
を
目
指
し
て
、
写

真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

無
料
で
す
。

◦�

期
間
　
２
月
21
日
㈮
〜
3
月
２
日
㈰

◦�

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
金
・
土
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
）

◦�

会
場
　
八
千
代
座
交
流
施
設

※
期
間
中
無
休

問
山
鹿
市
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
５

　（�

博
物
館
は
、
月
曜
休
館
・
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
休
館
）

　
文
化
課
　
　
　
☎（
43
）１
６
５
１

 

日
本
遺
産
の
日　
菊
池
川
流

 

域
日
本
遺
産
パ
ネ
ル
展

　　「
日
本
遺
産
」
と
は
、
文
化
庁
が

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た
事
業

で
、
各
地
に
あ
る
文
化
財
を
ま
と
め

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
、
観
光
振
興

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
菊
池
川

流
域
４
市
町(

山
鹿
市
・
玉
名
市
・

菊
池
市
・
和
水
町)

で
は
、
平
成
29

年
に
【
米
作
り
、
二
千
年
に
わ
た
る

大
地
の
記
憶
～
菊
池
川
流
域
「
今
昔

『
水
稲
』
物
語
」
～
】
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
文
化
庁
お
よ
び
日
本
遺
産
連
盟

は
、
日
本
遺
産
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
2
月

13
日
を
「
日
本
遺
産
の
日
」
と
し
て

い
ま
す
。
関
連
行
事
と
し
て
、
菊
池

川
流
域
日
本
遺
産
協
議
会
と
山
鹿
市

で
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�
日
時
　
２
月
７
日
㈮
午
前
10
時
〜

17
日
㈪
午
後
３
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ホ
ワ
イ
エ

※�

ス
ト
ー
リ
ー
は
菊
池
川
流
域
日
本

遺
産
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
文
化
課
　
　
　
☎（
43
）１
６
５
１

▲菊池川流域
日本遺産協議会

2月 13日は
日本遺産の日

案　内　版　案　内　版　InformationInformation

菊池川流域日本
遺産のロゴマーク 

お
知
ら
せ

さ
く
ら
湯
２
月
休
館
日

さ
く
ら
湯
２
月
休
館
日

２
月
２
月
1919
日
㈬
日
㈬

（
第
３
水
曜
日
）

（
第
３
水
曜
日
）

 

さ
く
ら
湯
浴
室
内
レ
ト
ロ

 

広
告
看
板
（
有
料
）
募
集

　
昔
の
さ
く
ら
湯
内
に
も
設
置
さ
れ
て

い
た
広
告
看
板
。
そ
の
雰
囲
気
を
再

現
す
る
た
め
、
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
期
間
　
２
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

問
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
１
１
１

 

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

令
和
６
年
度
企
画
展
Ⅳ
「
装
飾
古
墳

の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

と
古
代
」

◦�

日
時
　
2
月
22
日
㈯
〜
5
月
18
日

㈰
　
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
15

分（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦�

内
容
　
菊
池
川
の
中
流
域
に
焦
点

を
あ
て
、
装
飾
古
墳
の
終
焉
と
古

代
律
令
社
会
の
成
立
・
展
開
に
つ

い
て
、
装
飾
古
墳
や
古
代
山
城
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う、

官か
ん

衙が

遺
跡
の
関
連
資
料
を

通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◦
場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

観
覧
料
　
大
人
４
３
０
円
、
大
学

生
２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

定
期
体
験
教
室
「
古
代
絵
画
教
室
」

◦�

日
時
　
３
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時

半
～
午
後
０
時
半

◦�
内
容
　
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
石
板

に
、
古
代
の
顔
料
（
絵
の
具
）
を

使
っ
て
、装
飾
文
様
を
描
き
ま
す
。

◦
場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

参
加
費
　
５
０
０
円

◦�

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
2
月
１
日
㈯
か
ら
申
し
込
み
開
始
）

熊
本
県
・
菊
文
研
文
化
財
講
座

【
第
９
回
講
座
」

◦�

日
時
　
2
月
16
日
㈰
　
午
後
１
時

半
～
３
時

◦�

共
催
　
菊
池
川
流
域
古
代
文
化
研

究
会

◦�

演
題
　
特
別
講
座
Ⅱ
　
館
長
講
座

「
熊
本
県
出
土
の
墨
書
土
器
」

◦�

講
師　
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故

創
生
館
　
長
谷
部
善よ

し

一か
ず

館
長

◦�

場
所
　
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故

創
生
館
　
研
修
施
設

◦�

参
加
費
　
無
料

◦�

定
員
　
80
人
（
先
着
順
）
事
前
の

申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

問�

県
立
装
飾
古
墳
館☎（

36
）２
１
５
１

　（�

月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

▲�熊本県立装飾
古墳館
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　本校は令和３年４月に山鹿・鹿本地域で初めて開校
した特別支援学校です。子どもたちが「自分に自信を
持ち、夢に向かって挑戦する力や地域社会で生きてい
く力」を育むことを目指し、保護者や地域とともに
歩んできました。令和６年度には「かも稲第 2章～
SHINKA～深化、進化から真価へ」というスローガ
ンを掲げ、新たな一歩を踏み出しています。
　本年度は 10 月に２つの大きなイベントを実施しま
した。「かもいなフェス」は、高等部が鹿本商工高校
と合同で開催した初の試みです。生徒たちは、クラフ
ト班による手作りバッグや農園芸班の無農薬ほうれ

ん草の販売、清
掃技能検定の実
演を行い、多く
の来場者に喜ば
れました。地域
との協力を通じ
て、生徒たちは
自信を深め、大
きな達成感を得
ました。

　また、「かもと稲田まつり」は小中学部が地域や保
護者と交流する場として開催しました。小学部は季節
ごとの活動をテーマにした発表を行い、中学部は校外
学習や作業学習
の成果を展示・
販売しました。
ことしは卒業生
も参加し、同窓
会が開かれるな
ど、地域全体で
子どもたちの成
長を支える温か
い時間となりま
した。
　これからも、かもと稲田支援学校は地域との絆を深
めながら、児童生徒一人一人が輝ける学校づくりを目
指していきます。引き続き、皆さまの温かいご支援を
よろしくお願いします。

かもと稲田支援学校　☎ (46)5638

かもと稲田支援学校データ　土井裕
ゆ

三
み

子
こ

校長
児童生徒数　92 人

かも稲第 2 章～ SHINKA ～深化、進化から真価へ

みそ作りお宮掃除とごみ拾い
　　　　　　　平小城保育園 ☎ (43)6084

　保育園から 25 分程歩
いた場所に白髭神社（平
山阿蘇神社）がありま
す。お散歩や七五三の
お参り、そして５歳児
は宮相撲に参加してい
ます。
　ことしは、散歩に出
かけ３〜５歳児は地域

の人とお宮掃除をしました。軍手を着けて落ち葉や木
の枝を一カ所に集めなが
ら「いっぱい拾ったよ～」
と楽しそうに掃除をして
くれた子どもたち。ごみ
拾いでは「またあったよ」
「たばこがいっぱい」な
どの声が聞かれ、マナー
の悪さにも触れる機会と
なったように思います。
　平山温泉の湯けむり、
そして紅葉に包まれたあ
ぜ道をお友達と楽しくお
しゃべりをしながらおい
しい給食が待っている保育園へと向かいました。　　
　　　　　　　　　　　　　　　保育士　佐藤亮

りょう

介
す け

　令和 6 年 11 月 12 日に
年長児ふじ組さんはみそを
作りました。園で大豆を育
てていましたが、猛暑のた
めか収穫ができず、保護者
さんから大豆をいただき、
その大豆で自家製みそを作
りました。まず、前日軟
らかく煮ておいた大豆をジップロックに入れて指で

小さくつぶしました。昨年
は豆が冷めていたからか硬
くてなかなかつぶれません
でしたが、今回は少し温め
ておいたのですぐにつぶれ
ました。こうじと塩を混ぜ
たものとつぶした大豆を入
れて、よ～く混ぜてみその

もとが完成です。これを空
気が入らないようにジップ
ロックに入れて半年ぐらい
熟成させたらおいしいみそ
の出来上がりです。今ぐっ
すりと冷蔵庫で眠っている
「おみそさん」です。　　
　　　　園長　中原小

さ

百
ゆ

合
り

軟らかい大豆をジップロック
に入れてつぶします

落ち葉もたくさん拾ったよ

富慈園 ☎ (46)2578

お宮のごみ拾い

塩とこうじを混ぜます

つぶした大豆と塩とこう
じを混ぜます

かもと稲田まつりでの小学部のダンス

山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園・小中学校
・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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鹿本商工高校と合同での「かもいなフェス」
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お
知
ら
せ

バ
ン
ビ
通
信

林
野
火
災
に
注
意
！

林
野
火
災
に
注
意
！

問
消
防
本
部　
山
鹿
消
防
署　
　
☎（
43
）１
１
９
１

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150

図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

サラダにかける、炒めるなど料理で使う食用オ
イルや、髪や肌に塗る美容オイルなど・・・。「オ
イル」を健康と美容に活用してみませんか。

【ひだまり】【こもれび】

『整うオイル』
　　　　　　　　地曳直子 /著　翔泳社 /出版

山の奥深くにある１軒のレストラン。絶品のフ
ルコースを食べることができます。味や香りを
想像しながら、ぜひお楽しみください。

【ひだまり】【こもれび】【菊鹿】

『山のフルコース』
はらぺこめがね /作　小学館 /出版

《生活》

《えほん》

9 町なか番外地 小野寺　史宜

10 日本一ズボラな
炊飯器レシピ100 炊飯器ブラザーズ

タイトル 著　者
１ クスノキの女神 東野圭吾
２ 成瀬は天下を取りにいく 宮島　未奈
３ 成瀬は信じた道をいく 宮島　未奈

４ ブラック・ショーマンと
覚醒する女たち 東野圭吾

５ パンどろぼう　シリーズ 柴田　ケイコ

６ 角川まんが学習シリーズ
「どっちが強い！？」

７ あなたが誰かを殺した 東野圭吾
８ 人間標本 湊かなえ

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150

お
し
ら
せ

ひだまり図書館
「世界希少・難治性疾患の日」
　毎年２月最終日は世界希少・難治性疾患
の日です。希少疾患、難治性疾患の啓発を
目的として全国でさまざまな活動が行われ
ています。この取り組みの一環として図書
館では難病に関する本を展示します。
こもれび図書館
「甘〜い本、そろっています」
　バレンタインデーに合わせて、お菓子の
レシピや「甘〜い」お話の本をそろえます。
本と一緒にスイートな時間をお過ごしくだ
さい。

休 

館 

日

 ひだまり図書館
２月10日㈪・17日㈪・24日㉁　　
２月 1 日㈯〜４日㈫蔵書点検のため休館
 こもれび図書館
２月５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬

 菊鹿図書室

２月 17 日㈪・18 日㈫蔵書点検のため休館

令
和
６
年
下
半
期
貸
し
出
し
ラ
ン
キ
ン
グ

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
風
が

強
く
空
気
も
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
全
国
的
に
増
え
て
く

る
の
が
林
野
火
災
で
す
。
全
国
で

は
、
年
間
約
１
３
０
０
件
も
の
林

野
火
災
が
発
生
し
、
原
因
の
多
く

は
た
き
火
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

な
ど
、
火
の
取
り
扱
い
や
不
注
意

か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
災
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

〜
林
野
火
災
の
原
因
〜

①
た
き
火

②
枯
れ
草
な
ど
の
焼
却

③
放
火

④
た
ば
こ

⑤
火
遊
び

〜
林
野
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
〜

●
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起

　
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火

　
を
し
な
い
。

●
た
き
火
な
ど
を
行
う
時
は
、
そ

　
の
場
か
ら
離
れ
ず
、
最
後
は
完

　
全
に
消
火
す
る
。

●
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

　
た
き
火
や
枯
れ
草
な
ど
の
焼
却

　
を
し
な
い
。

　
林
野
庁
や
消
防
庁
で
は
、
毎
年

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
山
火

事
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
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お
知
ら
せ

相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10時〜正午
  ・午後 1時〜 3時（本所・山鹿支所   
　 のみ )
  ※�司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

  ※相談時間は１回 30分です。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　２月３日㈪
②司法書士相談（登記関係）
　２月 10日㈪　※要予約
③法律相談　２月 17日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
①一般相談　２月６日㈭
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）２月 20日㈭　※要予約

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
①一般相談　２月５日㈬
②法律相談　２月 19日㈬　※要予約

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
◯一般相談　２月４日㈫

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
◯一般相談　２月７日㈮

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

◦日時　２月 10日㈪ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①准看護師　18万５千円〜
②塾講師　24万円〜
③経理事務　22万円〜
④訪問介護　20万 8700 円
⑤学生寮食堂調理員　16 万 5750 円〜
⑥旅館スタッフ　21万 8540 円〜
⑦ゴルフ場コースメンテナンス作業員
　18 万 1022 円〜
⑧大型車両の運転手　17 万 789 円
【パートタイム】　（時間額）
①一般事務　千円
②レジ担当　952 円
③療育指導員　1100 円
④製造・販売補助スタッフ　982 円〜
⑤夕方からの配膳スタッフ　980円〜
⑥プラスチック製品成形加工業務
　965 円〜
⑦家電量販店での配送業務管理
　千円
⑧清掃作業員　960 円〜
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。３月の予約を２月３日
㈪の午前８時半から受け付けます。
【３月相談日】※要予約☎ (43)1576
12 日㈬、19 日㈬、26 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約もできます。
（�右の二次元コードを読み
取ってください）

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　�２月６日㈭　　　　　　　
午後１時半〜４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。

問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

専門の相談員が対応します。
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　２月５日㈬、12日㈬、
　　　　19日㈬、26日㈬
　　　　午前９時～ 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　２月 18日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　２月４日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　２月 25日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
鹿央市民センターでの相談を希望す
る人は事前に問い合わせください。
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 
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12 問市民課　☎(43)1169

うぶごえうぶごえ

お く や みお く や み

およろこびおよろこび

山　鹿
　山　鹿

▲
池田　澄人さん(89)　多賀　憲光さん(96)

　　　　　古澤　一代さん(88)　大森　　健さん(95)
　　　　　木原　章一さん(75)　坂口　信好さん(84)
　米　田

▲

河崎　直行さん(97)　原　シゲノさん(89)
　　　　　立山　壽美さん(99)　松永きみよさん(76)
　　　　　井寺　三明さん(100)　長本　和幸さん(67)
　川　辺

▲

藤本　春子さん (96)
　八　幡

▲

福本佐代子さん(74)　山本　倫義さん(88)
　平小城

▲

古家　春美さん(93)　仲間久美子さん(89)
　　　　　横手健次郎さん (84)
　三　岳

▲

森　カツヱさん (102)　山口　重德さん (87)
　三　玉

▲

渡邉　重廣さん(89)　立山憲次郎さん(86)
　　　　　木庭　幸弘さん(67)　渕上　裕子さん(71)
　　　　　渕上　速雄さん (98)
　大　道

▲

山田　宣子さん(85)　三島　キクさん(93)
　　　　　稲葉　唯義さん (88)
鹿　北
　岳　間

▲

北原　菊代さん (91)
　岩　野

▲

栗原昭知加さん (93)
　広　見

▲

稲葉　　江さん(91)　古城　　学さん(66)

菊　鹿
　内　田

▲

長曽我部俊さん(88)　古田　礼子さん(94)
　六　郷

▲

木庭トシ子さん(105)　児玉カズヨさん(90)
　　　　　眞弓サチ子さん(89)　金光　康子さん(90)
　城　北

▲

中原　栄治さん(71)　　永ミツコさん(100)
鹿　本
　来　民

▲

父母　春雄さん(89)　松川　信代さん(87)
　　　　　津輕美和子さん (41)
　稲　田

▲

富田　和子さん(68)　木村　　實さん(92)
　　　　　大嶋　行男さん (79)
　中　富

▲

福島　洋子さん (81)
鹿　央
　千　田

▲

坂上　瑞子さん(80)　霧下　隆義さん(95)
　　　　　江藤　チエさん (96)
　米野岳

▲

立山　和代さん(84)　森川　幸代さん(77)
　山　内

▲

村上エミ子さん (90)

※12月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

山　鹿
　山　鹿

▲

内柴　維
い
愛
お
さん　追田　青

あ お

空さん
　　　　　戸浦　結

ゆ

蘭
らん

さん　富田　士
し

温
おん

さん
　　　　　上野　芽

め

郁
い

さん　坂本　音
おと

葉
は

さん
　　　　　園田　煌

こう

樹
き

さん　城　　晴
はれ

羽
は

さん
　八　幡

▲

三浦　琉
りゅう

雅
が

さん　嶋村　愛
え

茉
ま

さん
　　　　　永田　絵

え

南
な

さん　平井　圭
けい

藍
あ

さん
　　　　　山科能

よし

采
と

希
き

さん
　大　道

▲

下川　琴
こと

葉
は

さん　岡島　一
いち

華
か

さん

民

山　鹿
　山　鹿

▲

木庭宗一郎さん♥中原　　恵さん
菊　鹿
　内　田

▲

安田　将士さん♥髙見　美圭さん

　城　北

▲

井上　拓海さん♥山下　瑠衣さん
鹿　本
　中　富

▲

増田　政寿さん♥中野　実咲さん

鹿　北
　広　見

▲

酒井　七
なな

瀬
せ

さん
菊　鹿
　城　北

▲

冨來　煌
こ

愛
あ

さん
鹿　本
　来　民

▲

池田　乃
の

彩
あ

さん　坂梨　純
じゅん

一
いち

さん
鹿　央
　千　田

▲

坂本　蘭
らん

團
まる

さん　野路　彩
あ り あ

杏さん
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12
20

初の全国大会出場！
U＆U　熊本つばさクラブ

生徒は左から松永暁
あ き

翔
と

さん、佐伯駿
は や

人
と

さん、平金里
り

彪
あ

さん、
霍川翔

と

和
わ

さん、野満悠
な お

雅
ま さ

さん、野満コーチ（２列目右端）

　軟式野球チームU＆U熊本つばさクラブに所属する
山鹿市在住の生徒５人が、全国大会出場を市長へ報告
しました。野満一

か ず

将
ま さ

コーチは「山鹿市出身ということ
を心に刻んで、一つでも多く勝てるようにがんばりた
い」と意気込みを語りました。

1
2

55 年目の寒稽古
山鹿市空手道連盟合同寒稽古

寒さに耐えながら指導者に合わせて「突き！」

　小学２年生から70代までの４道場の総勢56人が、菊
池川での合同寒稽古に参加しました。大宮神社で参拝
したあとに菊池川河川敷まで走り、基本稽古を行い川
に入りました。冷たい川の中で凍えながらも突きや蹴
りなど、気合の入った掛け声が響き渡っていました。

12
25

温泉の恵みに感謝
山鹿温泉復活感謝祭

祈禱を行う志賀住職と大般若経の転読をする参列者の皆さん

　山鹿温泉の湧
ゆう

出
しゅつ

長
ちょう

久
きゅう

を願う復活感謝祭が、さくら湯
前の薬師堂で実施されました。金剛乗寺の志賀勢

せい

弘
こう

住
職による祈祷が行われ、参列者は大般若経の転読を行
い、今も湧き出る温泉の恵みに感謝しました。

12
19

令和６年度豊かなむらづくり全国表彰事業
庄
しょう

の夢
ゆめ

が農林水産大臣賞を受賞

左から芹川浩
こう

一
いち

理事、星子千
ち

幸
ゆき

代表理事、早田市長

　「農事組合法人庄の夢」が、農林水産大臣賞を受賞
されました。農業を核として、地域住民が一体となっ
て農業の発展を中心に世代を超えた活動をするなど、
積極的に取り組む持続可能な地域づくりが評価されま
した。

　愛知県で行われた第３回高校生ロボットシステムイン
テグレーション競技会に鹿本商工高校電子機械科３年の
メンバー６人が出場し、オープン部門で見事優秀賞を受
賞しました。企業などと連携し、課題解決のためにさまざ
まな人が多面的に活用できるロボットを作製しました。

左から山﨑一
いち

心
しん

主任実習教諭、メンバーの森雄
ゆう

飛
ひ

さん、松本海
かい

さん、
川原 隆

りゅう
一
いち

朗
ろう

さん、佐藤輝
き

空
そら

さん、杉向
こう

葵
き

さん、深田 翔
しょう

斗
と

さん

12
19

文字書きロボット「達筆な代筆くん」
高校生ロボットSI リーグオープン部門優秀賞

　鹿本商工高校電子機械科３年の河口雅
まさ

翔
と

さんが第５
回電気工事技能競技全国大会に出場し、金賞ならびに
文部科学大臣賞を受賞しました。指導者の電子機械科
の藤本直

なお

樹
き

教諭と訓練を重ね、念願だった日本一を取
りました。

左から藤本教諭、河口さん、早田市長、藤本 隆
たかし

校長

12
19

熊本から技能で日本一！
第５回電気工事技能競技全国大会金賞
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12
16

20 年ぶりのアジアチャンピオン
熊本ビューストピンディーズの選手とコーチが報告

左から北林健
け ん

治
じ

コーチ、米澤綾
あ や

美
み

選手、グレイ・クレア・フラン
シス選手、早田市長、阿久津祐

ゆ う

子
こ

選手、前田優
ゆ う

選手

　ハンドボール女子日本代表チームが、20年ぶりにアジ
アチャンピオンに輝きました。大会で優秀選手に贈られ
るベスト７を受賞したクレア選手は「（決勝で戦った）韓
国には、オリンピック予選で負けていたので、絶対に勝
つという気持ちで戦った」と試合を振り返りました。

12
17

『小さな勇気』で大きな一歩
全国中学生人権作文コンテスト最優秀賞

左から中川英
ひ で

明
あ き

校長、角田さん、早田市長、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長

　米野岳中２年の角田麗
れ い

奈
な

さんが、人権作文コンテス
ト熊本県大会で最優秀賞と県人権擁護委員連合会長賞
を受賞しました。角田さんは「周囲の人からもよい作
品だと言ってもらえて、作文を書いてよかったと思い
ます」と素直な気持ちを語ってくれました。

12
17

長年の功績を讃えて
自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰

表彰状を受け取る德永龍二さん

　德永龍
りゅう

二
じ

さん（花見坂）と德永義
よ し

智
と も

さん（椿井）が、
地縁による団体功労者総務大臣表彰を受賞しました。
18年区長を務めている德永龍二さんが早田市長より
表彰状を受け取ると「私だけではなく、町内みんなで
もらった賞です」と思いを語りました。

　めのだけ小合唱部コメットの皆さんが、全国大会で銀
賞を受賞しました。児童たちは「これまで一緒に練習して
きた６年生全員が全国大会という舞台に立ち、自分たち
の歌声を披露できたことがうれしかったです」と話してい
ました。

児童は左から守川璃
り

音
の ん

さん、髙森陽
ひ

万
ま

里
り

さん、緒方穂
ほ の み

実さん、
森拓

た く

海
み

さん（全員６年）

12
９

過去最高の成績
全日本合唱コンクール全国大会銀賞
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12
9

有事に備えて
熊本県消防防災航空隊との合同訓練

防災ヘリの前で記念撮影

　山鹿消防署は、熊本県消防防災航空隊との合同訓練
を実施しました。訓練は里山に山菜を取りに行った際
に滑落し、負傷した男性の救出救助訓練と登山アプリ
を使用した消防隊の位置把握を行い、訓練後はめのだ
け小の児童が防災ヘリの見学を行いました。

12
13

歌声を多くの人へ
ボランティア功労者厚生労働大臣表彰受賞

左から堤 良
りょう

平
へい

副会長、田中会長、早田 順
じゅん

一
いち

市長、
古庄喜

き
久
く

惠
え

さん、高木すみ子さん

　コーラス鹿本（田中喜
き

代
よ

美
み

会長）が、高齢者施設や
児童養護施設の慰問、学校や地域の文化祭参加および
自ら主催する「こころふれあいコンサート」など長年
にわたる音楽活動が評価され、令和６年度ボランティ
ア功労者厚生労働大臣表彰を受賞しました。
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 「
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催山

鹿
法
人
会

　
企
業
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、
内
部

統
制
お
よ
び
経
理
能
力
の
水
準
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
企
業
の
経
理
事

務
担
当
者
を
対
象
と
し
た
「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。
税
務
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
役

立
ち
ま
す
。

◦�

日
時　
２
月
12
日
㈬
　
午
後
２
時
〜

◦�

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

◦�

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
。
事
前
に

下
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。）

◦�

参
加
費
　
無
料

申し込み

 

竹
灯
り
と
音
楽
を
！ 

落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

　

豊
前
街
道
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
作
り

た
い
！
　
百
華
百
彩
の
時
に
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。
竹
灯
り
と
音
楽
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◦
日
時

　
①
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
演
奏
　
遠
嶋
和か

ず
ゆ
き之

　
　
２
月
７
日
㈮
、
28
日
㈮

　
　
両
日
と
も
午
後
７
時
半
〜

　
②
オ
カ
リ
ナ
演
奏
　
丘
リ
ー
ナ

　
　
２
月
14
日
㈮
、
21
日
㈮

　
　
両
日
と
も
午
後
７
時
半
〜

　
③
明
治
時
代
の
蓄
音
機

　
　
２
月
８
日
㈯
、
22
日
㈯

　
　
両
日
と
も
午
後
６
時
〜

◦
場
所
　
落
語
カ
フ
ェ「
七
七
屋
山
本
堂
」

◦
参
加
費
　
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
代
）

◦�

定
員
　
各
日
15
人
（
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０ 

 

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
伴
う  

 

交
通
規
制

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
２
月
16
日
㈰
は
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
開

催
に
伴
い
、
長
時
間
に
わ
た
り
大
規
模

な
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
マ

ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
通
行
可
能

な
道
路
で
も
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

熊
本
市
内
へ
お
出
か
け
の
際
は
、
マ
イ

カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局
）

☎
０
９
６（
３
２
８
）２
３
７
３ 熊本城マラソン

 �

坂
本
冬
休
み
爆
笑
も
の
ま
ね

シ
ョ
ー
i
n
八
千
代
座

株
式
会
社
ア
テ
ネ

　

テ
レ
ビ
で
も
話
題
！
　
も
の
ま
ね
タ
レ

ン
ト
「
坂
本
冬
休
み
」
が
爆
笑
も
の
ま
ね

シ
ョ
ー
を
開
催
。
ご
本
人
公
認
も
の
ま
ね

は
、
坂
本
冬
美
さ
ん
以
外
に
15
人
超
え
！

皆
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
２
月
14
日
㈮
、
15
日
㈯

　�

両
日
と
も
午
後
２
時
半
開
演

　（
午
後
１
時
半
開
場
）

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
券
　
２
千
円

　
当
日
券
　
２
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

◦�

販
売
場
所
　

　�

ア
テ
ネ
グ
ル
ー
プ
各

店
他
、詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
ア
テ
ネ
カ
ー
ニ
バ
ル

運
営
事
務
局
）　
　  

☎（
44
）７
７
０
１

 
あ
や
す
ぎ
体
験
ツ
ア
ー

 
参
加
者
募
集
！

        
あ
や
す
ぎ
家
造
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
ス
ギ
の
女
王
と
よ
ば
れ
る「
あ
や
す
ぎ
」

が
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
、
山
か
ら
運
ば

れ
て
建
築
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
普
段
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
家
づ
く
り
の
行
程
を

 「
プ
チ
こ
ど
も
縁
日
」
開
催
！

        

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
昔
懐
か
し

い
「
プ
チ
こ
ど
も
縁
日
」
を
開
催
し
ま
す
。

射
的
や
わ
な
げ
な
ど
ゲ
ー
ム
得
点
で
駄
菓

子
が
も
ら
え
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
、
少
し

早
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン
企
画
も
あ
り
ま
す
！

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

◦
日
時
　
２
月
８
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

相
続
登
記
無
料
相
談
会

熊
本
県
司
法
書
士
会

　
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
相
続
登
記
を
は
じ
め
、
遺
言
、
遺

産
分
割
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦�

日
時
　
２
月
８
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（�

相
談
は
１
組
30
分
以
内
）

◦�
場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◦�
問
い
合
わ
せ
先（
熊
本
県
司
法
書
士
会
）

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

㈱アテネ

◦
場
所
　

　
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
３
階
イ
ベ
ン
ト
広
場

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
　

組
合
事
務
局
）　
　 

☎（
44
）４
７
５
９

◦�

講
師　
山
鹿
税
務
署
　
江
嶋
弘ひ

ろ
み
ち通
氏

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
古
川
・
田
代
）

☎（
43
）８
５
７
６

知
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
ツ
ア
ー
で
す
。

◦
日
時
　
２
月
15
日
㈯

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時

◦
場
所
　
㈲
稲
葉
工
務
店
第
二
事
務
所
　

　（
鹿
北
町
芋
生
１
５
８

−

１
）

◦�

内
容
　
あ
や
す
ぎ
の
山
と
家
の
見
学
、

大
工
の
加
工
場
見
学
と
体
験
、
あ
や
す

ぎ
で
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
づ
く
り

◦�

参
加
費
　
１
人
１
５
０
０
円（
食
事
代
・

お
土
産
代
込
み
）

◦�

定
員
　
20
人
（
２
月
10
日
㈪
ま
で
に
申

し
込
み
が
必
要
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
稲
葉
）

　
☎
０
９
０（
８
６
６
７
）７
２
３
７
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投
稿
の
ペ
ー
ジ

みんなみんなのの広場広場

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835
▶前期　野中米

め り

里（山鹿市）クロッシェ展Ⅲ
　�レース編みで構成した作品を展示。
　期間：２月１日㈯〜15日㈯
▶後期　和紙ちぎり絵展
　�片岡貴

き わ

和講師（山鹿市）の受講生（菊鹿サークル）の
作品を展示。
　期間：２月17日㈪〜 28日㈮
◉時間：どちらも午前11時半〜午後６時
　（どちらも最終日は午後３時まで）日曜定休

２月

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合
わせください。　　　　　問☎(44)4004

【�見学ができない日】上記の日、および９日㈰午後、27
日㈭午後、28 日㈮は見学できません。
　八千代座見学
入館料  大人 530 円、小中学生 270 円（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時　�３日㈪、９日㈰〜 11日㈷、16 日㈰、17 日㈪、
　　　   23 日㈷、24 日㉁（午前 10 時半開演）
※�八千代座物語の鑑賞には、別途料金が必要です。
　山鹿風情物語
日　時　７日㈮、８日㈯、�14 日㈮、15 日㈯、�21 日㈮、
             22 日㈯、28 日㈮（午後８時半開演）
※�鑑賞料など詳しくは、山鹿温泉観光協会ホームペー
ジをご覧ください。

開催日 行　事　名 時間 料金
１日㈯ 八千代座　冬の映写会 16 日中 有料
８日㈯ やまが eスポーツ選手権 2025 午後 無料
12 日㈬ 休　館　日 − −
14日㈮
15 日㈯

坂本冬休み爆笑ものまねショー
 in 八千代座 午後 有料

観光協会

 

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て

 

み
ま
せ
ん
か

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
ヤ
マ
ハ
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

（
C
F
Ⅲ
S
）
を
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
楽

し
く
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時　
３
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
文
化
ホ
ー
ル

◦�

体
験
料　
１
時
間
千
円
（
入
退
場
時
間

を
含
む
）

　��

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
申
し
込
み
順
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
山
鹿
市

　
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
☎（
43
）１
０
８
１

 「
第
２
回
山
鹿
温
泉
祭
絵
画
展
」

 

出
展
者
募
集

              

山
鹿
温
泉
祭
実
行
委
員
会

　
出
展
希
望
の
人
は
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◦
展
示
期
間
　
３
月
16
日
㈰
〜
30
日
㈰

◦
場
所
　

　
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
３
階
イ
ベ
ン
ト
広
場

◦�

内
容
　
油
彩
画
、
水
彩
画
、
日
本
画
、

水
墨
画
な
ど
、�

自
作
で
あ
れ
ば
ど
な
た

　
で
も
出
展
可
能

◦�

出
展
料
　
無
料

　
１
人
２
作
品
以
内
（
１
ボ
ー
ド
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
梶
川
）
☎
０
９
０（
３
０
７
５
）４
６
３
４

（
山
鹿
地
区
公
民
館
）　
☎（
43
）１
７
０
１

 

み
ん
な
で
支
え
合
お
う„�

か
も
と��

＂  
 

講
演
会

み
ん
な
で
支
え
合
お
う“
か
も
と
”

◦�
日
時
　
２
月
16
日
㈰
　
午
後
１
時
半
〜

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

◦�

演
題
　
認
知
症
心
に
届
く
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
～
モ
ッ
ち
ゃ
ん
の
元
気
が
で
る
話
～

◦�

講
師
　

　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　
本
橋
馨か

お
る

氏

　
参
加
費
無
料
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

　
　 

☎
０
８
０（
１
７
１
１
）８
４
３
６

 

令
和
７
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

 

の
受
け
付
け
は
３
月
か
ら

（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　
活
動
中
の
万
一の
事
故
の
ケ
ガ
や
賠
償
責

任
に
備
え
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ

ン
ティ
ア
や
地
域
活
動
な
ど
、
４
人
以
上
の

ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
加
入
で
き

ま
す
。
手
続
き
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単

に
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　
（【
公
財
】
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
）

　
固
定
電
話
専
用

☎（
０
５
７
０
）０
８
７
１
０
９

　
携
帯
電
話
な
ど

☎
０
３（
５
５
１
０
）０
０
３
３

スポーツ
安全協会

 

教
育
を
語
ろ
う
会

中
園
優ゆ

う

子こ

国
際
教
育
研
究
所

第
５
回　
英
語
を
勉
強
し
た
く
な
る
瞬
間

　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
英
語
を
い
か
に

楽
し
く
学
び
は
じ
め
る
か
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
２
月
16
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

◦�

場
所
　
中
園
優
子
国
際
教
育
研
究
所

◦�

参
加
費
　
無
料

　（
ケ
ー
キ
・
飲
み
物
付
き
）

※��

事
前
の
予
約
が

　
必
要
で
す
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
中
園
）

　
☎（
43
）３
９
５
８

中園優子国際
教育研究所

29　2025.2　広報やまが



 

投
稿
の
ペ
ー
ジ
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投
稿
の
ペ
ー
ジ

市
民
文
芸

市
民
文
芸

短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

俳
　
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
十
二
月
例
会

●
小
水
流
繁
富
選

悪
い
く
せ
　
お
ー
い
新
聞
お
ー
い
お
茶

大
倉
　
和
人

あ
と
し
ま
つ
　
あ
あ
た
が
ま
い
た
種
ば
い
た

鳥
巢
万
年
青

悪
い
く
せ
　
食
わ
ず
嫌
い
は
大
損
よ森

川
し
を
る

あ
と
し
ま
つ
　
銭
で
済
む
な
ら
俺
が
出
す

黒
田
　
如
水

あ
と
し
ま
つ
　
焚
火
の
後
は
念
入
り
に

菊
川
　
春
風

●
荒
木
又
衛
門
選

女
は
強
し
　
女
性
総
理
も
夢
じ
ゃ
な
か

森
本
　
遊
民

あ
っ
　
助
手
席
に
嬶

か
か
あ

乗
っ
と
ら
ん

　
　
　
川
上
　
火
男

女
は
強
し
　
耐
ゆ
る
旦
那
の
む
ぞ
ら
し
さ

新
谷
　
不
動

泣
く
な
　
男
な
ら
と
は
言
え
ん
今

森
川
　
　
秋

女
は
強
し
　
長
生
き
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

松
村
こ
ゆ
き

鹿
北
河か

鹿じ
か

会
　
十
二
月
例
会
　
課
題
句

●
宮
園
須
眞
子
選

け
ま
つ
れ
ち
　
畳
の
へ
り
に
ひ
っ
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
芙
美
子

や
お
い
か
ん
　
自
分
の
こ
つ
で
精
一
杯
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
正
子

良
か
っ
た
ね
　
こ
ら
し
た
げ
な
ね
サ
ン
タ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
臣
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

炭
焼
の
暮
れ
ゆ
く
山
に
煙
あ
り
　
　
　
　
石
貫
美
代
子

網
焼
き
の
ぷ
ー
と
ふ
く
ら
む
お
餅
か
な
　
岩
下
ソ
ヨ
子

炭
つ
ぎ
て
昼ひ

る

餉げ

の
お
も
ち
焼
き
に
け
り
　
大
仁
田
て
る
子

こ
こ
か
ら
が
本
音
の
話
炭
を
つ
ぐ
　
　
　
加
藤
寿
美
代

山
鹿
俳
句
会
　
一
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

冬
化
粧
綾
線
白
く
描
き
け
り
　
　
　
　
　
中
原
　
英
明

大
寒
に
萎
え
る
耐
え
る
の
命
か
な
　
　
　
荒
木
　
洋
佑

炬こ

燵た
つ

寝
し
て
あ
の
顔
あ
の
声
懐
し
む
　
　
本
田
　
孝
子

鹿
本
町
短
歌
会
　
十
二
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

ふ
る
さ
と
の
「
百
万
遍
念
佛
碑
」
苔
掻
き
て
彫
り
文
字
な
ぞ
る
祖お

や

の
形
見
と
　
中
川
　
晶
子

俵
山
傾な

だ

り
い
ち
め
ん
薄

す
す
き

原は
ら

銀
に
戦そ

よ

げ
る
夕
映
え
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
久
美
子

職
退
く
と
挨
拶
に
来
し
職
員
の
手
渡
し
ゆ
き
ぬ
手
作
り
の
栞
　
　
　
　
　
　
松
山
　
恭
子

石
人
短
歌
会
　
　
十
二
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

ゆ
っ
た
り
と
上
げ
潮
の
来
て
桟さ

ん

橋ば
し

に
亡つ

夫ま

の
船
遊
ぶ
海
の
夕
暮
　
　
　
　
　
上
野
　
和
子

薄
光か

げ

の
夕
日
に
染
ま
る
雑ざ

っ

踏と
う

の
一
部
と
な
り
て
地
下
鉄
に
乗
る
　
　
　
　
　
堀
田
　
恵
美

弟
の
泣
き
声
気
づ
き
顔
寄
せ
る
「
に
い
に
い
い
る
よ
」
で
微
笑
む
ふ
た
り
　
米
原
　
秀
一

鹿
北
短
歌
会
　
　
十
二
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

教
室
に
子
ら
の
笑
顔
は
満
ち
て
を
り
心
繋
が
る
読
み
聞
か
せ
十
五
分
　
　
　
伊
藤
　
ゑ
み

笑
い
ジ
ワ
ま
で
も
見
え
た
る
月
あ
か
り
吐
く
息
白
き
夜
の
散
歩
路
　
　
　
　
北
原
　
千
鶴

負
け
る
な
と
自
ら
励
ま
す
寒
に
耐
え
白
く
咲
き
い
る
茶
の
花
見
れ
ば
　
　
　
貞
熊
喜
美
子 

菊
鹿
短
歌
会
　
　
十
二
月
詠
草

高
々
と
社
の
旗
の
靡な

び

く
音
ど
こ
ま
で
も
澄
む
元
日
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　
渕
上
　
修
次

●
渕
上
修
次
選 

死
ぬ
程
の
疲
れ
も
忘
れ
る
か
の
如
く
皿
倉
山
よ
り
夜
景
眺
む
る
　
　
　
　
　
長
野
　
節
子

阿
蘇
五
岳
た
ん
ぼ
の
水
面
に
映
さ
れ
た
景
色
は
黄
金
の
色
へ
と
変
わ
る
　
　
谷
口
　
安
徳

三
岳
短
歌
会
　
　
十
二
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

夏
の
陽
を
た
つ
ぷ
り
浴
び
て
充
実
の
生せ

い

蕃ば
ん

唐も
ろ

黍こ
し

風
の
意
の
ま
ま
　
　
　
　
　
有
働
　
恵
子

桜
ば
な
目
に
は
見
え
ね
ど
霜
月
の
風
に
ひ
と
ひ
ら
花
び
ら
散
り
て
　
　
　
　
森
　
ト
ミ
子

色
づ
か
ぬ
ま
ま
に
落
葉
が
舗い

し

道み
ち

に
散
り
て
か
す
か
に
音
た
つ
る
な
り
　
　
　
山
口
多
恵
子
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腹筋に

 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

31　2025.2　広報やまが

会場：山鹿市総合体育館



　フィリピンから日本に嫁がれて36年目の和田ジーナガル
シアさんは、2022年に東本願寺（京都市）の得

とく

度
ど

式
しき※を受

けられ、正式にお坊さんになられました。宗教の違いを乗り
越え、篤

あつ

姫
ひめ

も休息された由緒ある善
ぜん

行
ぎょう

寺
じ

（鹿央町）を守り継
がれています。生け花や着付けに茶道、英語塾や交通ボラン
ティアなど日頃から地域に貢献され、精進料理もとても上手
で、のっぺ汁やタケノコご飯など、とってもおいしくいただ
くことができます。また、お寺の中がいつもきれいで整理整
頓されていて、心安らぐ場所です。皆さんも一度お出かけく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　投稿者　島田明

あけ

美
み

　※得度式とは、悟りを求めて仏道の修行に入ることを
　　「得度」といい、その儀式を「得度式」といいます。

山鹿市広報部員、募集中！

読 の ひ ろ ば
市民の皆さんからの投稿欄市民の皆さんからの投稿欄

者

皆さんの身近な話題や気になる情報、イベン
トなど、隠れた地域の魅力を広報紙で発信し
てみませんか ?
詳しくは問い合わせください。　　　　　　
　　　　　　　　問�秘書広報課☎ (43)1110 お経を読むジーナさん

得度受式の時の写真 島田さんとジーナさん

■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
秘
書
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
　
〒
861-0592

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987

番
地
3　

　
　
　
　
　
　
☎
0968（

43）1110　
�
0968（

44）0373
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.yam

aga.kum
am
oto.jp

2025
（

令
和

７
年

）　February　
N

o.290
2

あ
と
が
き

★
１
月
13
日
に
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
私
自
身

も
数
年
前
に
成
人
式
を
終
え
た
身

で
す
が
、
成
人
式
に
関
す
る
こ
と
で

一
番
思
い
出
深
い
の
は
着
物
選
び
の

時
間
で
す
。
女
ば
か
り
の
我
が
家
は
、

長
姉
が
成
人
式
を
迎
え
る
際
に
、
レ

ン
タ
ル
で
は
な
く
、
１
着
着
物
を
買

う
こ
と
に
な
り
、
姉
妹
総
出
で
呉
服

屋
さ
ん
に
赴
き
ま
し
た
。
色
と
り

ど
り
の
着
物
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い

る
光
景
が
楽
し
く
て
、
当
事
者
の
姉

を
置
き
去
り
に
、
私
た
ち
妹
は
あ

れ
は
ど
う
だ
こ
れ
は
ど
う
だ
と
た
く

さ
ん
の
着
物
を
お
店
の
人
に
引
っ
張

り
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
際
に
買
っ
た
着
物
は
一
旦
役
目
を

終
え
、
し
ば
ら
く
は
目
に
す
る
機
会

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
晴

れ
着
に
身
を
包
ん
で
い
る
参
加
者
を

見
て
、
久
し
ぶ
り
に
楽
し
か
っ
た
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。（
卯
）

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 34 人減りました 48,002 人
男性 15 人減りました 22,726 人
女性 19 人減りました 25,276 人
世帯数 8 世帯増えました 22,002 世帯
〜14歳 11.2 ％ 5,363 人
15歳〜64歳 49.6 ％ 23,815 人
65歳〜 39.2 ％ 18,824 人

12 月末現在 ( 増減は前月末比 )

移
住
定
住

高
野
隊
員

初
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

鹿北に移住した森のお兄さんショウさん鹿北に移住したピエロック一座の座長 (左 ) 交流会の様子

よ
う
こ 昨

年
10
月
か
ら
、山
鹿
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
局
で
移
住
・
定
住
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
を
行
っ
て
い
る
中
川

陽
子
と
申
し
ま
す
。１
カ
月
程

経
っ
た
11
月
３
日
に「
山
鹿
市
移

住
定
住
促
進
交
流
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。移
住
し
た
お
二
人
を
招

い
て
山
鹿
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た

だ
き
、移
住
を
検
討
し
て
い
る
人

と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。配
属

さ
れ
て
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

や
り
方
な
ど
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
サ
ポ
ー
ト
局
の
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
、楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。今
月
は
東
京
の
移

住
相
談
会
に
参
加
し
ま
す
が
、今

後
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
な
ど
楽

し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
移
住
を
考
え
て
い
る
人
に
、

少
し
で
も
山
鹿
の
風
土
や
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、地
域
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
が
広
が
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。私
も
移
住

し
た
一
人
な
の
で
、こ
れ
か
ら
地

域
の
人
と
ど
ん
ど
ん
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

中
川
）


